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 編 集 後 記  
　1月9日は成人式。今年は1,360人の新成人が誕生しました。今年のテーマで、「3度目
の0を迎えたみなさんへ」という表現がありましたが、私はもう7度目が迫っています。
私の成人式の会場は、できたばかりの国際文化会館。その前は成田高校、第二信徒会館、
成田中学校、成田小学校と、会場を変えて行われていました。式の後は街に繰り出し、
初めて（!?）のお酒に酔いしれていましたが、今はどうでしょうか。いずれにせよ、成
人としての責任を自覚し、成田市の未来を担ってほしいものです。

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、消
防本部、成田消防署）はISO14001の認
証登録を受けています。
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〒286-8585 千葉県成田市花崎町760番地　電話0476-22-1111（大代表）

広報なりたは、グリーン購入法に基づく基本方針の
判断基準を満たす紙を使用しています。

第8回

～成田市をつくった町と村～

「ふるさとの歩み」では、「成田の地名と歴史─大字別地域の
事典─」の刊行に合わせ、現在の成田市を構成する旧町村
の歴史を紹介します。同書は、市立図書館と市役所1階行
政資料室で頒布（価格＝2,500円）しています。
※「成田の地名と歴史─大字別地域の事典─」についてくわ
　しくは市立図書館（☎27-4646）へ。
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農村社会の安定を目指して
　小御門村では大正7（1918）年、小御門神社宮司・沢田総重
により、小御門村皇国農本教化協会が設立されています。同
協会の目的は、農本主義に基づく地域社会の構築で、県農会
技師・県試験場技師・県社会課長・貴族院議員・東京農業大
学教授などを講師に迎え、講習会・講演会、作物栽培などの
事業を実施。各町村長や農会長によって選抜された会員は、
米を持ち寄って寄宿舎で寝食をともにし、農村社会の安定に
向けて、さまざまな研究・研

けん

鑽
さん

に励んでいたようです。

下総町① 滑河町・小御門村・高岡村の歩み

町・村の設立
　滑河町は滑川村・西大須賀村・大菅村・猿山村の4カ村が、
小御門村は名古屋村・七沢村・中里村・冬父村・名木村・
青山村・倉水村・成井村・高倉村・地蔵原新田の10カ村が、
高岡村は高岡村・大和田村・高村・小浮村・野馬込村・小野
村の6カ村が合併して、それぞれ明治22（1889）年に成立しま
した。

町・村の産業
　滑河町・小御門村・高岡村とも主な産業は農業で、その中
心は米作でしたが、昭和初期のセメント製品の登場によって、
滑河町では工業生産額が急増しています。また、高岡村では、
世界恐慌に端を発する農村不況を克服するため、経済更生計
画を立案。小麦の増産や自給飼料の生産などが行われ、昭和
11（1936）年、計画実施の功労者として同村書記・菅沢祐雄
が表彰されています。

＊写真は「成田の地名と歴史―大字別地域の事典」より

小御門村役場入
り口の門柱（現在
の名古屋駐在所
付近）

大和田区に置かれた
高岡村役場

昭和3（1928）年の滑河町。
右上は現在の滑河小学校


